
巴川流域水害対策計画と事業進捗状況について
資料１



巴川水系は、静岡県の

中央部静岡市市街地の

北方に位置し、大谷川

放水路､長尾川､大沢川

等の18河川で構成さ

れます。

【流域の諸元】

流域面積 104.83k㎡

流路延長

・巴川：17.98㎞

・大谷川放水路：6.30㎞

支川状況 樹枝状

流域内人口 約35万人

竜爪山

清水港

二級河川巴川水系

（全域）

巴川位置図

巴川水系の概要について
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流域の東西方向の標高差は小さく、巴川本川の縦断勾配は

約1/2,000程度と非常に緩やか

本川では、河口から5.0ｋ付近まで潮の影響を受ける

約6000年前

古麻機湾

古大谷湾

庵原山地
日本平

凡 例
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現在
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巴川水系の概要について



巴川水系の概要について

巴川流域浸水実績図

駿河湾

昭和49年7月7日洪水
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主要な洪水被害は、七夕豪雨(昭和49年7月)で、床上･床下浸水
26,156棟,浸水面積2,584ha,一般資産等被害額213億円

静岡市清水区静岡市葵区

静岡市葵区
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巴川水系の治水計画

昭和49年の七夕豪雨を契機に、総合的な治水対策に着手

昭和53年：総合治水対策特定河川に採択(全国6河川)

昭和55年：巴川流域総合治水対策協議会が発足

三地域区分図

凡 例

保水地域

遊水地域

低地地域

河 川

目標

・年超過確立1/5年の治水安全度

（時間雨量58mm降雨を計画対象）

施設整備

・巴川本川の狭窄部の河道改修

・大谷川放水路の開削

・巴川上流部への遊水地の建設

地形特性や土地利用の状況により、三つの地区に分

類し、流域対策や土地利用規制を実施

低地地域は河川沿いの低い市街地のような地域であり、雨水が流域に留
まったり、川から流れ込んだりして浸水被害を起こし易い地域です。貯留
施設を設置するなど出来る限り洪水被害の軽減を実施します。

低地地域

雨水や河川水が容易に流入して一時的に貯留する機能を有す地域で、遊水
機能の保持に可能な限り努めるものとします。大きく分けて麻機地区と大
内地区などの巴川低地が該当します。

遊水地域

可能な限り保水機能の増進を図るための雨水貯留施設の整備及び適正な土
地利用の誘導等を実施するもので、山地や緑地が該当します。

保水地域

麻機地区 大内地区
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巴川の実力

流域整備計画（Ｓ57）河川改修前

巴川本川

大谷川
放水路

麻機遊水地
第３,４工区

流域貯留

巴川本川

河川整備計画（Ｈ21）

巴川本川

大谷川
放水路

麻機遊水地
第３,４工区

麻機遊水地
第１,２工区

大内遊水地

流域貯留

総合治水対策を段階的に実施

巴川本川

大谷川
放水路

麻機遊水地
第３,４工区

麻機遊水地
第１,２工区

大内遊水地

流域貯留

69mm/hr

271mm/24hr

92mm/hr

326mm/24hr

30mm/hr

58mm/hr

241mm/24hr

河川整備基本方針

1/5年

1/10年

1/50年
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静岡県庁

静岡土木事務所

土地利用規制

盛土抑制

河道改修

公園貯留

校庭貯留

防災調節池

各戸貯留浸透

遊水地

流域全体で総合的な被害軽減に取り組んでいる

洪水監視ｼｽﾃﾑ

洪水ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

遊水地

河川対策

流域対策

ソフト対策

巴川流域の治水対策
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巴川流域の治水対策（治水施設の整備）

洪水を防御する「治水施設の整備」は、巴川の本川狭小部の改修、

大谷川放水路の建設、麻機遊水地・大内遊水地の整備など、抜本的

な河川改修を段階的に実施

竜爪山

清水港

二級河川巴川水系

（全域）

巴川

山
原
川

塩
田
川

大
谷
川
放
水
路

長
尾
川

分流堰（巴川側より）

大谷川放水路（中流部）

大谷川水門（河口）

常時

洪水時

洪水時

大
谷
川
放

水
路
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巴川流域の治水対策（治水施設の整備）
竜爪山

清水港

二級河川巴川水系

巴
川

山
原
川

塩
田
川

大
谷
川
放
水
路

長
尾
川

巴川

塩
田

川

3工区(55ha)

完成

5工区(5ha)

完成

4工区(32ha)

完成

巴

浅

畑

川

川

七
曲 川

安 東 川

麻機遊水地

大内遊水地(12.5ha)

H20完成

1工区(22ha)

H22完成

2工区(51/93ha)

整備中

Ｓ54 Ｓ63 Ｈ１ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ25

巴川本川

大谷川放水路

麻機遊水地

大内遊水地

H14

H11

第４工区H11完成 第３工区H16完成
第１工区H22完成

H20 8



平常時

降雨後

校庭貯留施設の状況（清水浜田小学校）

洪水を防御する「流出抑制対策」として、流域内の公共施設を

利用した雨水貯留施設、既設の調節池を活用して、これまでに

約5６万m3の整備を実施済み

凡 例

●：民間施設

●：公共施設

雨水貯留施設設置箇所図

未整備

30万m3

全体

86万m3整備済

56万m3

整備率：65％

降雨

9

巴川流域の治水対策（流出抑制対策）



巴川流域の治水対策（ソフト対策）

洪水ハザードマップや、観測した雨量や河川状況を、自治体や住民
へ提供し、地域防災力を強化

洪水ハザードマップ

雨量情報(ｻｲﾎﾟｽﾚｰﾀﾞｰ) 水防活動状況
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静岡地方気象台雨量

遊水地

巴川

麻機遊水地第4工区

（葵区南）

遊水地

巴川

遊水地
遊水地

麻機遊水地第３工区

（静岡市葵区牛田）

大谷川放水路
（静岡市葵区古庄）

最大で毎秒約80ｍ3、延べ380万ｍ3の洪水を分派

82

246

平成10年9月15日の台風5号と
平成16年6月30日の豪雨の比較

821

383
48

368

平成16年には1/5年規模の暫定計画が完了

放水路・遊水地第3、4工区が供用され、平成16年6月30日の洪水
では事業効果を発揮
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治水対策の効果



治水対策の課題

近年の浸水被害は、河川へ流れ込む前に排水路や小河川が溢れ

（内水被害）、地域社会に大きな影響が出ている

静岡市葵区
静岡市清水区

静岡市清水区

和暦 降雨要因 時間雨量 総雨量 浸水面積 浸水家屋

平成15年7月 豪雨 112 mm 345 mm 158.8 ha 860 戸

平成16年6月 台風8号 81.5 mm 368 mm 41 ha 383 戸

＜洪水被害＞

静岡市葵区 12



●総合治水対策を法制化することで、治水対策を一層推進する。
●流域対策に関して罰則規定を設け、実効性を確保する。

河 川 法
（洪水対策の事前予防対策）

・河道・ダム等の洪水計

水 防 法
（洪水等の発生時対策）

・浸水想定区域の指定

・下水の排除・処理

下 水 道 法
・開発許可

都市計画法

ハード対策 ソフト対策

洪
水
対
策

内
水
対
策

・都市洪水想定区域・都市浸水想定
区域の指定 （外水及び内水を対象）

・雨水浸透阻害行為に対する貯留浸
透施設設置の義務付け

・既存調整池の埋立行為の届出義務・
必要な措置の勧告

・地方公共団体による管理協定の締結

・特定都市河川及び特定都市
河川流域の指定

（国土交通大臣・都道府県知事）

・総合的な浸水被害対策のための
「流域水害対策計画」の策定

（河川管理者・下水道管理者・
都道府県知事・市町村）

特定都市河川
浸水被害対策法

・流域での雨水貯留浸透施設整備
（河川管理者）

・排水設備の貯留浸透機能の
義務付け（条例）

・他の地方公共団体による費用負担

特定都市河川浸水被害対策法（H15）の概要
特定都市河川浸水被害対策法の適用
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巴川・大谷川放水路・大沢川を特定都市河川に指定

①巴川

②
大
谷
川
放
水
路

③大沢川

H22.３月 流域水害対策計画策定

雨水浸透阻害行為の許可

・1,000m2以上の雨水浸透阻害行為に調整池

の設置を義務付け

流域対策

・静岡市：A=約10万m3

・静岡県：A=約6万m3

下水道整備

・22の排水区の整備(A=2,820ha)

河川整備

・麻機遊水地第1工区の整備(A=22ha)

・麻機遊水地第2工区の整備(A=51ha)

・大谷川放水路の底張工(L=3.0km)

・大沢川の河川改修(L=950m)

14総合的な浸水被害対策の推進

流域水害対策計画の策定



麻機遊水地第１工区：H22完成

麻機第３工区：H16完成

麻機第４工区：H13完成
大内遊水地：H20完成

大沢川：L=950m
大谷川放水路：H11掘削.完了

麻機遊水地第２工区：A＝51ha

大谷川放水路底張工：L=3ｋｍ

巴川河道改修：H14完成

河川名 施行箇所 全体計画 実施率 実施状況

放水路河口～水上1号橋下流

片山1号橋～池田畷橋上流

大沢川 0.95km 0.0% 測量設計実施中

麻機遊水地第1工区 21ha 100% H22.11月供用開始

麻機遊水地第2工区 51ha 0%
用地取得中

暫定掘削中（H=1m）

（全体） （51ha） (26.2%)

(加藤島・安東川エリア） （14ha） (95.1%)

巴 川

用地

14.3%
Ｈ25　恩田原橋付近

Ｌ=120ｍ実施

(Ｈ26.3末時点累計)

大谷川放水路 3.0km

H21 H22 H23 H25 ～H29 ～H34 ～H39

加藤島エリア 7.8ha 用地取得中

安東川エリア 6.4ha 用地取得中

豊地エリア 7.1ha 未着手

立石エリア 9.5ha 未着手

2-1-1工区

2-1-2工区

実施状況
事業期間（年度）

工区 エリア名 民地面積

凡例

特定都市河川流域

特定都市河川

工事施行対象区間

平成25年度実施区間

完成 15

事業進捗状況（河川整備）

用地取得（実施率26.2％）
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事業進捗状況（下水道整備）
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事業進捗状況（下水道整備）



項目 種別 対策量

学校

公園

その他

民間からの移管施設

学校

公園

その他

流出抑制施設整備済
公共施設

新たに流出抑制施設を
整備する公共施設

約51.3万 
（整備済）

約15.8万 
（計画）

事業主体 目標対策量
H25年度末時

対策量
実施率(%)

合　計 約15.8万 約5.6万 35%

静岡市 約10.4万 約4.0万 39%

静岡県 約5.4万 約1.5万 28%

清水港

静岡市役所

：巴川流域

巴川水系河川整備計画による流域対策量の整理

（公共施設抜粋）

■公共施設における流出抑制施設の整備
・既存の公共施設のうち流出抑制施設が未整備の公共施設、新規に建設する公共施設等に流出抑制施設の整備 を行う。
・新たに整備する流出抑制施設による対策量は静岡県整備分、静岡市整備分、併せて約16万㎥を計画

：整備完了箇所

対象施設のうち整備が完了した施設

事業
主体

種別 内訳

学校 市立城内中学校　他2施設

公園 西草深公園　他12施設

その他 能島遊水地　他1施設

学校 県立静岡高校　他4施設

公園 県立美術館駐車場　他1施設

その他 県営東部団地　他1施設

計 27施設

市

県
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事業進捗状況（流域対策）



事業の進捗状況（雨水貯留浸透施設）

平常時

降雨時
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雨水貯留浸透施設の整備状況
②雨水浸透阻害行為の対策工事で設置された雨水貯留浸透施設について

■雨水浸透阻害行為に対する、雨水貯留浸透施設の設置の義務化
1,000m2以上の宅地開発等の流出雨水量を増加させる行為（雨水浸透阻害行為）については、行為後のピーク流出量が
行為前のピーク流出量以下になるような雨水貯留浸透施設の設置が開発者に義務付けられる。（公共事業を含む）
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件数
雨水浸透阻害行為許可件数及び貯留施設の設置実績（H21～H25）

貯留容量(累計）

許可・協議件数

法第9条
【許可】

法第14条
【協議】

貯留容量
【設置実績】

H21年度 2件 1件

H22年度 14件 1,158㎥

H23年度 15件 2件 1,895㎥

H24年度 11件 4件 4,515㎥

H25年度 7件 3件 1,105㎥

総計 49 件 10件 8,673㎥

対策工事によって設置された調整池 20

平成２１年度～２５年度

雨水浸透阻害行為の許可実績


